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11月議会活動報告

Q1. 人口ビジョンと総合戦略等について
Q2. JR吉備線のLRT（次世代型路面電車）化事業
について

Q3. 高松地域の下水道整備について
Q4. 農用地区域の土地利用について

Q1. 平成28年度当初予算（案）について
（案内看板の設置、放課後児童クラブ、
健幸ポイント、観光事業ほか）

Q2. 連携中枢都市圏の形成に向けて
Q3. 認知症施策の方針（オレンジプラン）について
Q4. 空き家対策について
Q5. イノシシ等有害鳥獣被害防止対策について

2月議会活動報告

平素より皆様には大変お世話になっております。

今回の市政活動報告【Vol.2】では、平成27年11月及び28年2月定例市議会における一

般質問や、日頃の活動をお伝え致しますので、ぜひご覧ください。

この一年、皆様のお役に立てた喜びと、ご要望に添えなかった悔しさを味わってまいりました。

住み続けたい岡山市の実現、そのためには、安全・安心で、未来志向の躍動感あるまちづ

くりを進めていかなければなりません。

皆様に身近な議員として、初心を忘れることなく精進して

まいりますので、ご指導よろしくお願い致します。

岡山市議会議員

是非ホームページ・ＦａｃｅＢｏｏｋもご覧ください

検索松田たかゆき



2015年11月定例岡山市議会 質問と答弁（抜粋）

01 人口ビジョンと総合戦略等について

放課後児童クラブの充実を目的に、平成31年度から「運営事務局」

（仮称）を設置する予定ですが、来年度から即座に実施すべきでは。

今後、児童クラブ連合会や児童クラブ運営委員会との

合意形成、財源確保、人事・経理システムの開発に時

間を要することから、平成31年度を目指すもの。

安全確保と良質なサービス、事業の安定性と継続性、適度な行政

の関与を重視しながら、費用負担や運営スキーム、採算性や施設

等の所有のあり方、役割分担などを検討している。

また、駅周辺のまちづくりが可能となるような、都市計画制度や運

用手法を模索し対応していきたい。

高松地区には下水道幹線も走っていない。いつになったら下水道が整備されるか。

また、稲荷地域を特段の配慮のもと、「特定環境保全公共下水道事業」で整備できないか。

市は、今後、10年間で9割程度の下水道整備を目標とし

ている。高松地区への幹線は、重要な幹線と認識しており

早い時期の事業着手に努めたい。稲荷地区については、

そういった整備手法もあるが、まずは、市街化区域内

の未整備地区を整備した後の検討となる。

岡山総社ICの岡山市側に流通業務施設等が整備できないか。また、市街化調整区

域の見直しを行い、周辺地域の活性化と企業誘致を図るべきではないか。

02 ＪＲ吉備線のＬＲＴ化事業について

03 高松地域の下水道整備について

04 農用地区域の土地利用について

JR吉備線LRT化では、事業スキームの何を重視し、何を協議しているのか。

また、沿線に都市機能を誘導する土地利用の手法を示せ。

インターチェンジの東側は、農業振興地域かつ農用地区域
であり、まずは農用地区域からの除外が必要だが、当該
地は、国営土地改良事業の受益地であり除外出来ない状
況。また、人口減少期や、現市街化区域の充実を図るため、
市街化調整区域の拡大は抑制している。
非住居系の場合は、産業振興上の必要性、規模、確実性
等により市街化区域を設定する。
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2016年2月定例岡山市議会 質問と答弁（抜粋）

金銭管理等の課題があると認識しているが、
どこまで出来るか検討したい。

02 おかやま観光事業について

ももたろう観光センターの機能を見直し、桃太郎グッズや、
特産品の展示・販売は出来ないか。

06 イノシシ等鳥獣被害防止対策について

捕獲柵設置補助金及び侵入防止柵設置補助金については、
補助率を２/３とし、年度途中での要望にも柔軟に対応していきたい。

イノシシ等の被害防止対策、捕獲柵や侵入防止柵の補助金額と制度について、来年度
の主な改善点は。

認知症施策の、「高齢者SOSネットワーク事業」は、行方不明高齢者を市民や協力業者により、
発見・通報してもらう見守り事業だが事業開始はいつになるのか。

04 認知症施策の指針（オレンジプラン）について

認知症状により徘徊する恐れのある高齢者と捜索協力者を事前に登録し、
行方不明になった時に、捜索協力者に不明者情報をメール配信し早期発
見につなげるもの。協力体制が整い次第、運用を開始する。

05 空き家対策について

倒壊の危険がある建物2022棟の活動指標は。判定不可の1581棟
の調査が10年間では遅すぎる。

2022棟について、10年の計画期間内に老朽危険度の高いものから
特定空家等の認定を行い、法に基づく措置を行うことを目標にする。
1581棟の調査は、難しい面も多く、ご理解をお願いしたい。

01 おかやま歴史の町しるべ（案内看板）の設置事業について

「おかやま歴史の町しるべ（案内看板）」及び、「地域の歴史発掘・
活用プラン」による看板設置の設置箇所とスケジュールは。

高松・足守など周辺12地域に、60ヶ所程度の案内看板を来年度
から複数年で設置。地域提案の看板設置については、現在地域
への募集や設置手順・手法等について検討している。

Q

03 連携中枢都市圏（8市5町）の形成に向けて

携中枢都市圏形成に係る連携協約等の策定では、市民説明会等を開催し意見を聞くべき。
また、総社市から提案の、両市の歴史文化遺産を「日本遺産」に申請してはどうか。

住民に趣旨や具体的な内容を周知する方法については
関係自治体と検討する。日本遺産への申請は、個人的には、
大変面白いと感じており協議会の中で検討したい。
（市長答弁）
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松田たかゆき活動ＮＥＷＳ

市政報告会 （ 2016.1.24 於：アークホテル岡山）

■所属委員会
経済委員会
大都市制度調査特別委員会 副委員長

■プロフィール
三井造船㈱玉野造船所（7年間勤務）
岡山市役所退職（35年間勤務）
建設設備の設計施工管理
環境局関連事業
廃棄物事業・地球温暖化対策事業
ESD国際会議誘致等
（公財）岡山市ふれあい公社（2年間勤務）
児童・高齢者・障害者福祉事業

〒701-1333岡山市北区立田140番地8

HP: http://www.takayuki-matsuda.com

✉： t-matsuda@takayuki-matsuda.com

TEL/FAX：086-287-5697

ま つ だ


